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煙 草 立 枯病 菌 ファー ジαの活性 と温 度.

と の 関 係 に つ い て(第1報)*†

松 .井 千 秋

Ontherelationshipbetweenthetempe.ratureandactivity

ofSolanacea】mmphageoc,.I

ChiakiMatsui

細 菌 パ イラスの活性 と温度 との関係 につ いては,特 に人体寄 生細菌 パイ ラスについ てか

な り古 くか ら詳細 に研 究 されで居 り,Kruegerl1)一 に よればパイ ラスの活性 の低 下は時間 に

対 し対 数的 に進行する軍分子 反応で あ り,Adams3)に よれ ば50度 迄 活性 は殆 ん ど安定で

あ るが,50度 以上 に於 けるその低下は一次 的である.植 物 病原細菌バ イラスに於ては9),

根 瘤 菌ファージ は65度15分 間,軟 化腐敗病菌 ファ ージは63度30分 間,根 頭瘤腫病

菌 ファ ージは85度10分 間,煙 草 野火病菌 ファー ジ6)1は66度10分 間,フ ァー ジ2

は56度10分 間 の加熱 に よ り,そ れ ぞれ活性 が失 われる と云 われ てい る.煙 草 立枯病菌

ファ ージの不活性化温 度については,松 本,岡 部9)に よれ ば64度5分 間,62度13～

16分間,61度18～25分 間,60度80分 間 の加熱 に よ りその活性 は漕失 す るが,63 .

度7分 間 の加熱で は未 だ完全 には清失 しない.'・

著 者は煙草立枯病菌 ファージの一系統即 ちSolanacearumph琴990e,を 使 用 して,そ

の活性 と温 度 との関係 をPlaquecountmethodに よつて観 察 した.

1.実 験 法 並 び に結 果

Solanacearumphage(ん は松本,岡 部9)と 同 様な方法 で青枯病被 害 トvト の根 より

分離 したが,当 教 室保存 のBact.solanaceai〃mSmith3株 に は 溶菌作用 な く,只 フ

ァージ分 離の際使用 した被 害 トマ トか ら…新に分離 したBact.solanacearumSmithの み

に作用 した..

'著 者 は種々 の濃度の ファPジ 液 を1ccつ つ 数本 の試 験管 に分 け
,こ れ らを種 々の温 度

に10分 間加熱 し,後 直に冷却 して,そ の0.1ccに つ いて活性 をHershey7)めPlaque

countmethed(葡 萄 糖 加用馬鈴 薯寒天培養基使用)に よ り24時 間 後 に瞼べた. 、Plaque

count'methodは 総 て軍 一感染Singleinfection(m《.11))で 行つ た.t

ファ ー ジ液 濃度1051cg及CD"103・61ccのplaq皿ecountの 結 果 は第1,2表 の 如 くにな

る.

*九 州大学農学部植吻病理学教室業績.

†本実験は吉井甫教授並びに当教室員諸氏の援助の下に行われ,ファージ 分離については岡部徳

夫氏の御教示に負 うところ大である。
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第1表:(ファージ 液 濃 度105/cc)・
ぷ

第2表1(ファージ 『液 濃 度10a・61cc).

第1,2表 に於て明か数よう匠,フ ァージD活 性はそQ'X度 に関係なく0度 ～40度 に於

ては殆んど安定であ6が,・40～50度 に於て著 しく低下するものと思 われる.従 つてこの

間に於ける活性の変化を更に詳細 こ検討するために,フ ァージ液(濃 度102・6/cc)を1cc

つつ数本の密封硝子細管(直 径1cm高 さ8.5cn)に 入れ,こ れらを恒温器に入れて前

述の方法 により活性を検べ第3表 の結果を得た.

・第3表:(ファージ 液 濃 度102・6!cc) .



彪

第3表 の結 果 を生存曲線Survivalcurve3)で 表 せぱ第1図 の如 くになる.

第1図.400～50℃ に於ける活性ファージの潰長を示す.

生存曲線は大体 拠物線とな り,フ ァージの活性は40度 以上 に於ては漸次低下 し50度

に於て殆んど清失 されるようである.

II.考 察

本実験の結果 と松本,岡 部9)の それ とを比較検討するに,フ ァージの不活性化に要する

温度にかな りの相違を見出すが,こ れは多分両者の使用した ファージの相違に起因するの

ではないか と思 われる.Solanacearumphage(1は 松本,岡 部9)10)の 使用したファ ー

ジに比 して作用する菌株D範 囲も狭い.又 実験法にも両者の間に相違があ り,松 本t'岡 蔀

はファージ添加後2日 目の細菌浮游液の潤濁度によりその活性を見てい るが,細 菌浮游液

透明化の初段階即ち溶菌現象の第一段階である菌体えのファージ吸着は環境にかなり支配

され2),更tc個 々の細菌が崩壊 して 放出されるファージ 粒子の量Individualburstsize

にも相当の変動が見られ5},フ ァージ添加数日後の 細菌浮游液の透明度の大小 と添加時の

活性ファージ粒子の多少とは必すしも一致 しない場合のあることは著者 も鋒験 していると

ころである.往 つて実験直後のファージの活性即ち単位体積内の活性ファージ粒子の数を

測定するには軍一感染によるPlaquecountmethodが 最良の方法 と思われる.

本実験に於てファージ液の濃度により,そ の活性が完全に滑失 される温度 に多少の相違

はあるが,こ れは実験方法 によるものと思 われる.5450度 以上の加熱によつて,た また

ま生 じた溶菌斑か ら得 られたファージも特 に耐熱性であると云 う結果は得られなかつた.
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従 つてSolanacearumphage(丸 のThermalinactivationpOintは50度10分 と考

えてよい と思 われ る.'"

石 山,向8)及 び 岡部11)に よれば.Baet.solanacearumSmithは52度10分 間 の加熱

によ り死 滅す ると云 われ本 報文 中別 に表示 は しなかつたが著者 の実験 に於 て50度10分

間 の加熱 によつて も猫生存菌が認 め られた.従 つ て,一 般 に細菌バイラス は寄 主細胞 に比 し

て耐熱性 が強い と云 われ てい るが,Solanacearuエnphage(力 逆)耐熱性 はBact.solana・

cearecmSmithの そ れ に殆ん ど等 し く,加 熱殺菌法4)に よるファージ 液 の採取 は出来 ない.

HI.摘 要

著 者 は松本,岡 部 と同様 な方法 で 煙草立枯病菌ファージ(SolanacearumphageO(,).

を分 離 したが,Solanacearumphageoc,は その不活性化温度,寄 主菌 株範 囲の相違 に よ

り松本,岡 部の分 離 した ファー ジとは異 るよ うで ある.

Solanacearumphageρ しの 活性 は0度 ～40度 に於 て安定 で あるが,40度 以上 に

於 ては10分間 加熱 す るととに よつ て漸次失 われ,50庫 に於 て殆ん ど浩失 され る.

Solanacearumphage(ん の 不 活性化温度 とBact.solanacearumSmithの 致 死温

度 とは殆ん ど』致 する ようで ある..
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 Resume 

The relationship between the activity of Solanacearum phage oC, and the 

thermal treatments for 10 minutes at various temperature was investigated by 

plaque count method. 

, After Matsumoto-Okade's method Solanacearum phage oGwas isolated, which 

differed from Matsumoto-Okabe's phage on the thermal inactivation point and 

the host range. 

At the -.temperature varying frcm O'C to 40°C, the activity of Solanacearum
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 phage o(. is stable when treated for 10 minutes, but above this temperature 

range, the activity of phage decreases strongly with the increase of tempera-

ture and at about 50°C the phage is inactivated. 

The thermal inactivation point of Solanacearum phage 06 seems much 

similar to the thermal death point of Bad. solanacearum Smith. 

                                       Laboratory of Plant Pathology. 
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